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百
万
遍
念
佛
信
仰
な
る
も
の
は
念
佛
を

一
百
万
遍
唱
え
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
淨
土
往
生
ま
た
は
穣
災
招
輻
等
の
現
世
的
な
利
盆
を
願

う
信
仰
で
あ
る
。
こ
の
念
佛
を
唱
う
る
に
古
來
よ
り
二
通
り
の
方
法
が
あ
る
。
そ
の

一
は

一
人
で

一
七
日
、
ま
た
は
十
日
を
限
つ
て
念

佛
を
百
万
遍
唱
え
る
こ
と
で
あ
つ
て
、

一
日
に
十
万
乃
至
十
四

・
五
万
唱
え
て
十
日
又
は
七
日
を
も
つ
て
百
万
な
る

口
稱
念
佛

の
數
を

滿
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
二
は
十
人
乃
至
は
そ
れ
以
上
の
も
の
が
集

つ
て

一
千
八
十
顆
の
大
念
珠
を
廻

わ
し
、

一
顆
を
繰

る
ご
と
に

一
稱
し
て
、
百
回
廻
ら
す
こ
と
に
よ
つ
て
百
万
の
數
を
滿
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
十
人

ま
た
は
そ
れ
以
上

の
人

々
の
稱
え
る
念
佛
の
數
を
總
計
し
て
百
万
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
今
、
日
本
の
各
地
に
お
い
て
民
聞
傳
承
と
し
て
廣
く
行
わ
れ

て

い
る
百
万
遍
念
佛
は
主
と
し
て
後
者
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
百
万
遍
念
佛
は
主
と
し
て
先
亡
追
善
、
家
内
安
全
、
病
氣
甼
癒
、
無
病

息
災
等
を
所
念
し
て
行
わ
れ
る
ほ
か
、
農
耕
儀
禮
と
も
深
く
關
係
し
、
雨
乞
い
、

虫
除
け
、

虫
邊
り
、

根
付
け
、

五
穀
豊
穣
の
た
め

百

萬

遍

念

佛

考

二
四
九



1
1
1.
O

　
ユ
　

に
行
わ
れ
、
そ
の
信
仰
内
容
に
お

い
て
極
め
て
呪
術
的
性
格
の
濃
厚
な
も
の
を
も
つ
て

い
る
。

か
か
る
呪
術
的
性
格
の
濃

い
百
万
遍
念
佛
信
仰
は
日
本
に
お
け
る
習
俗
慣
脅
に
よ
つ
て
永

い
傳
承
の
中
に
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の

で
あ
つ
て
、
民
俗
信
仰
と
し
て
特
異
の
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
呪
術
的
な
百
万
遍
念
佛
信
仰
は
淨
土
教
に
お
け
る
念
佛
思
想
の
本
來
的

な
も
の
で
は
な
く
、
民
間
の
脅
俗
に
よ
つ
て
特
異
な
發
展
を
と
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
百
万
遍
念
佛
に
よ

つ
て
淨
土
往
生
を
願
う
信
仰

は
平
安
時
代
の
昔
に
ま
で
溯
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
　
　

'
惠
心
僣
都
は
往
生
要
集
卷
中
の
別
時
念
佛
を
説
く
と
こ
ろ
に
お

い
て

「又
迦
才
淨
土
論
云
綽
禪
師
檢
二得
經
文

一但
能
念
佛

一
心
不
亂

得
ご
百
万
遍
已
去

一者
定
得
二往
生
一

又
綽
禪
師
依
一一小
阿
彌
陀
經
七
日
念
佛
一檢
二得
百
万
遍
一也
、
是
故
大
集
經
藥
師
經
小
阿
彌
陀
經
皆

勸

二
七
日
念
佛
一者
此
意
明
矣
」
と
い
つ
て
、
阿
彌
陀
經
等
に
あ
か
す

一
七
日
の
念
佛
を
も

つ
て
百
万
遍
念
佛
と
し
、

こ
れ
を
提
唱
し
た

人
は
道
綽
禪
師
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
良
忠
は
往
生
要
集
卷
中
義
記
第
六
に
道
綽
禪
師
の
檢
得
し
た
經
典
に
つ
い
て
、
木
橄
子
經
と
阿

　
ヨ
　

リ

ヲ

彌
陀
經
と
で
あ
る
と
い
う
、
和
語
灯
録
日
講
私
記
は

「念
佛
百
万
遍
百
度
申
等
と
は
凡
そ
百
万
遍
に
有
二兩
樣
一挌
三
數
珠

一與
二
七
日
別

時

一也
兩
樣
共
に
道
綽
禪
師
の
檢
得
也
」
と
い
つ
て
、
百
万
遍
念
佛
の
唱
え
方
に
二
通
り
あ
る
が
、
い
つ
れ
も
道
綽
禪
師
が
檢
得
し
創
唱

し
た
も
の
と
す
る
。
か
く
の
如
く
百
万
遍
念
佛
の
創
唱
者
を
道
綽
禪
師
な
り
と
す
る
の
が
古
來
よ
り
の
定
説
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
に
お
い
て
百
万
遍
念
佛
の
提
唱
は
惠
心
の
往
生
要
集
に
ま
で
潮
る
こ
と
が
出
來
、
惠
心
僣
都

は
迦
才
の
淨
土
論

に
よ
つ
て
、

こ
の
創
唱
を
道
綽
禪
師
に
擬
し
、
近
世
に
現
わ
れ
た
淨
土
宗
學
者
義
山
も
日
講
私
記
に
お
い
て
往
生
要
集

の
説
を
踏
襲
し

て
百
万
遍
念
佛
は
道
綽
の
創
説
と
し
て
い
る
が
、
道
綽
禪
師
の
安
樂
集
並
に
そ
の
傳
記
を
見
る
と
百
萬
遍
念
佛
を
提

唱
し
た
事
實
を
見

る

こ
と
が
出
來
な
い
。
安
樂
集
は
觀
經
の
要
旨
を
逋
べ
た
も
の
で
あ

つ
て
往
生
業
と
し
て
念
佛
三
昧
の
行
を
読
い
て
い
る
が
、
念
佛
の

數

量
百
万
に
つ
い
て
は
論
述
す
る
と
こ
ろ
を
見
出
す
こ
と
が
出
來
な

い
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
後
世

い
う
如
く
百
万
遍
念
佛
を
も

つ
て



往
生
業
と
す
る
如
き
思
想
は
見
る
こ
と
が
出
來
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
績
高
僣
傳
を
初
め
、
そ
れ
以
後
に
著
わ
れ
た
諸
傳
記
に
出
る
道
綽
の
傳
を
見
る
と
、
師
に
は
數

量
念
佛
に
關
す
る
信

　る
　

仰
の
あ

つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
齪
ち
續
高
僭
傳
第
二
十
に

「拜
勸
レ
人
念
二彌
陀
佛
名
一或
用
二麻
豆
等
物
一而
爲
二數
量

一
毎
一二

稱
ワ
名

便
度
二
一
粒
一如
是
牽
レ
之
乃
積
二數
百
万
鯖
一者
並
以
レ事
邀
レ
結
…
…
…
又
年
常
自
業
穿
二諸
木
欒
子
一以
爲
二數
法
一
遺
二諸
四
衆
一歡
二其
稱

念
一屡
呈
二碵
瑞
一…
…
…
纔
有
二餘
暇
一
口
誦
一一佛
名
一日
以
二七
万
一爲
レ
限
聲
々
相
注
弘
二於
淨
業

一一系
と
あ
り
、
念
佛

を
す
す
め
る
に
麻
豆

を
も

つ
て
そ
の
數
量
を
計
る
こ
と
を
教
え
、
ま
た
自
行
と
し
て
木
欒
子
の
數
珠
を
用
い
、
さ
ら
に
人
に
與
え
て
念

佛
せ
し
め
、
そ
の
數

量
を
計
ら
し
め
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
數
量
念
佛
を
す
す
め
た
こ
と
は
凡
ら
く
稱
え
る
念
佛
の
數
量
の
多

い
者

ほ
ど
利
盆
が
す
ぐ
れ

て
い
る
と
す
る
考
え
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
傳
記
に
は
こ
の
麻
豆
、
木
欒
子
に
よ
る
數
量
念
佛
を
百
万
遍
念
佛
と
は
稱
し
て
い
な
い
。
ま

　　
　

た
、
佛
祗
統
記
淨
土
立
教
志
第
二
に
出
る
道
綽
傳
は

「
日
以
二
七
万
遍
一爲
レ度
勸
二拜
汾
人
一念
佛
或
以
レ
豆
記
二所
度
一者
及
二万
斟
こ

と

　
　
　

い
つ
て
、
續
高
檜
傳
の
読
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
戒
珠
の
淨
土
往
生
傳
中
に
は

「
念
二彌
陀
佛
一不
レ
知
二其
數
一大
汎
日
以
ご
七
万
偏
一爲
レ

度

拜
汾
之
問
風
俗
少
レ
事
念
佛
持
ご數
珠

一者
罕
嘗
有
レ
之

綽
勉
一一檜
俗
念
佛
一無
二
數
珠
一者
以
レ
豆
記
レ之

如
二
念

一
聲

一削
度
一二

豆
一

或
時
麻
麥
記
者
亦
然
已
而
較
レ
之
其
所
度
者
數
万
斛
」

と
あ
つ
て
數
珠
を
も
つ
て
念
佛
せ
し
め
、

數
珠
な
き
と
き

は
麻
麥
豆
等
で
そ
の

數
を
計
ら
し
た
と
い
う
。

　
ア
　

　
　
　

ま
た
往
生
西
方
瑞
應
剛
傳
に
は

「三
縣
七
歳
並
解
二念
佛
一自
穿
二穏
樹

一勸
レ
人
念
佛
語
常
含
笑
」
と
い
い
、
線
宏
の
往
生
集
に
は
「
人

各
挌
レ
珠
稱
ご佛
號
一或
時
散
華
響
彌
林
谷
六
時
禮
教
初
不
二廢
缺
一念
佛
日
以
一一七
万
一爲
レ限
」
と
い
つ
て
、
日
に
七
万
遍
の
念
佛
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
と
し
て
い
る
。

か
く
の
如
く
道
綽
は
自
か
ら
日
に
七
万
遍
の
念
佛
を
唱
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
に
す
す
め
て
念
佛
せ
し
め
、
そ
の
念
佛
の
數
を
算
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二
五
二

え
る
に
麻
豆
麥
を
用
い
る
か
、
數
珠
を
使
用
せ
し
め
た
か
、
そ
の
數
え
る
道
具
に
異
な
り
は
あ
る
が
、
念
佛
に
關
し
數
量
信
仰
を
す
す

め
た
こ
と
は
諸
傳
の

一
致
す
る
所
で
あ
る
。
し
か
し
惠
心
の
往
生
要
集
に
あ
か
す
如
く
百
万
遍
念
佛
を
も

つ
て
往
生
業
と
し
、
ま
た
自

己
の
勸
め
る
念
佛
を
自
か
ら
百
万
遍
念
佛
と
稱
し
た
こ
と
は
見
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
さ
れ
ば
何
人
に
よ
つ
て
か
か
る
數
量
念
佛
に
百

万
遍
念
佛
な
る
名
稱
が
與
え
ら
れ
た
か
と
い
う
に
、
上
記
の
惠
心
の
往
生
要
集
中
末
に
出
る
念
佛
百
万
遍
の
文
は
迦
才
の
淨
土
論
の
説

を
そ
の
ま
ま
引
用
し
、
百
万
遍
念
佛
は
道
綽
禪
師
檢
得
と
す
る
が
、
道
綽
に
は
數
量
念
佛
の
信
仰
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
百
万
遍
念
佛
と

は
稱
し
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
創
唱
は
道
綽
と
す
る
こ
と
は
出
來
ず
、
こ
れ
凡
ら
く
百
万
遍
念
佛
は
道
綽
の
檢
得
と
い
う
淨
土
論
の
著

者
迦
才
の
創
唱
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

二

迦
才
の
傳
記
は
明
ら
か
で
な
い
、
著
書
と
し
て
淨
土
論
三
卷
が
傳
わ
つ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
道
綽
の
後
輩

で
あ

つ
て
善
導
と
ほ

と
ん
ど
同
時
代
の
先
輩
と
考
え
ら
れ
る
。
淨
土
論

一
部
に
亘
つ
て
道
綽
に
關
す
る
記
述
が
多

い
か
ら
淨
土
歡
に
つ
い
て
は
道
綽
よ
り
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
淨
土
論
に
は
百
万
遍
念
佛
に
つ
い
て
五
ヶ
處
程
説
明
が
あ
る
か
ら
今
煩
を
い
と
わ
ず
列
記

す
る
。

一
、
念
佛
者
復
有
二
二
種
二

是
心
念
二
是
口
念
…
…
二
口
念
者
若
心
無
レ
力
須
二將
レ
ロ
來
扶
一將
レ
ロ
引
レ
心
令
レ
不
一一散
亂
一
如
二
經
説
一

莞

傘

防
讙

鈩
径
二募

慂
暴

湊
応
得
坐
二極
鬱

墨

綽
禪
師
塗

得
此
響
若
能
吉

專
心
禽

雰

ご募

亜
諒

ご

ぬ

も

　　
　

此
義
一故
經
中
多
誉
二
七
日
念
佛

一也

も

も

ね

カ

う

も

も

う

ぬ

う

ヤ

う

め

も

二
、
第
三
小
彌
陀
經
云
・.・…
(
一
七
日
念
佛
の
經
文
)
…
…
釋
日
依
二此
經
一少
善
根
是
空
發
願

廣
善
根
是
七
日
念
佛
若
能
七
日
念
佛



も

う

も

も

ぬ

も

　
れ
　

滿
二百
万
遍

一印
得
二往
生
一也

三
、
若
人
聞
下
説
專
二念
阿
彌
陀
佛
一得
中
レ生
淨
土
上
郎
須
懺
二悔
惡
業
一修
二脅
善
根
一捧
戒
清
淨
專
二念
佛
名
二

心
不
亂
至
二百
万
遍
一者

臨
二命
終
時

一正
念
現
前
佛
部
來
迎
此
是
易
往
、
若
有
二衆
生
一聞
レ説
ご
阿
彌
陀
佛
一仍
故
造
レ
罪
雖
レ念
二
佛
名
一心
縁
二五
欲
一此
是
雜
結

　れ
　

念
臨
典命
絡
時

一心
部
巓
倒
佛
不
二來
迎
一此
是
無
人
也

も

四
、
問
日
經
雖
レ
説
三
七
日
念
佛
既
得
二往
生
一未
知
念
二幾
許
佛
名

一得
二往
生

一也

答
月
如
二綽
禪
師

一檢
ご得
經
文

一但
能
念
佛

一
心
不

う

う

う

り

し

う

う

も

し

う

も

ヤ

う

う

う

リ

ヤ

も

リ

ヘ

ヤ

う

う

も

ヤ

う

亂
得
二
百
万
遍
已
去
一者
定
得
レ往
生
一

又
綽
禪
師
依
二
小
何
彌
陀
經
七
日
念
佛

一檢
二得
百
万
邇
一也
是
故
大
集
經
藥
師
經
小
阿
彌
陀
經

　
む
　

皆
勸
二
七
日
念
佛
一者
此
意
明
矣

も

も

ヤ

ぬ

も

も

ヤ

め

も

う

五
、
問
日
衆
生
罪
業
甚
久
積
レ
山
云
何
十
念
得
レ滅
二
爾
所
許
惡
業
一縱
令
至
二
百
万
遍
一絡
是
太
少

若
不
二
滅
盡

一
云
何
惡
業
不
レ
滅
而

　
お
　

得
レ
生
ご淨
土

一

答
日
…
…

こ
れ
ら
の
中

い
つ
れ
の
文
を
見
て
も
念
佛
百
万
遍
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
決
定
し
て
極
樂
世
界
に
生
ず
る
こ
と
が
出
來
る
と
い
つ
て
百

万
遍
念
佛
を
す
す
め
て
い
る
。
而
て
こ
の
百
万
遍
念
佛
と
は
阿
彌
陀
經
に
読
く

一
七
日
の
念
佛
で
あ
つ
て
、
七
日
間
相
續
す
る
念
佛
の

總
計
が
百
万
の
念
佛
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
淨
土
論
の
考
え
に
よ
る
と
、
こ
の
百
万
遍
念
佛
は
道
綽
の
檢
得

と
い
う
が
上
記
の
道

綽

の
傳
に
よ
る
と
道
綽
は
自
か
ら
日
に
七
万
遍
の
念
佛
を
行
じ
、
ま
た
人
に
す
す
め
て
行
わ
し
め
た
と
い
う
か
ら
、

一
七
日
の
念
佛
は

五
十
万

(
四
十
九
万
)
と
な
つ
て
百
万
に
は
な
ら
な
い
、
從
つ
て

一
七
日
で
百
万
の
數
を
滿
そ
う
と
す
れ
ば
こ
の
倍
數
の
念
佛
を
唱
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

從
つ
'て
、
迦
才
の
淨
土
論
に
は
明
瞭
に
百
万
遍
念
佛
に
よ
る
淨
土
往
生
の
説
が
出
て
い
る
か
ら
し
て
、
念
佛
に
封
す
る
數
量
信
仰
は

道
綽
の
提
唱
す
る
處
で
あ
る
が
、
數
を
百
万
に
限

つ
て
口
稱
念
佛
に
よ
る
淨
土
往
生
を
説
い
た
の
は
迦
才
の
淨
土
論
と
す
べ
き
て
あ
ろ

百

萬

遍

念

佛

考

二
五
三



二
五
四

　

,つ

・

而
て
迦
才
は
初
唐
の
人
で
あ

つ
て
長
安
弘
法
寺
に
あ
つ
て
淨
土
教
の
宣
揚
に

つ
と
め
た
人
で
あ
る
が
、
彼
が
百
万
遍
念
佛
を
創
唱
す

る
に
至

つ
た
理
由
と
し
て
、
直
接
に
は
道
綽
が
日
に
七
万
遍
の
念
佛
を
稱
え
、
念
佛
の
數
量
信
仰
を
鼓
吹
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ

う
が
、
そ
れ
と
共
に
當
時
次
第
に
興
隆
し
つ
つ
あ
つ
た
密
教
の
紳
呪

(陀
羅
尼
)
誦
持
の
信
仰
を
も
見
逃
す
こ
と
が
出
來
な
い
。
當
時

ま
で
に
紳
呪
誦
持
の
功
徳
を
説
く
陀
羅
尼
經
曲
ハと
し
て
、
か
な
り
の
も
の
が
譯
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
智
通
は
唐
高
宗
永
徽
四
年

(
六
五
三
)
に
觀
自
在
菩
薩
隨
心
陀
羅
尼
經

一
卷
、
千
眼
千
臂
觀
世
音
菩
薩
陀
羅
尼
經
等
の
神
呪
經
典
を
譯
出
し

て
い
る
、
こ
の
う
ち

隨
心
陀
羅
尼
經
は
陀
羅
尼
の
念
誦
十
万
遍
な
れ
ば
入
万
億
劫
生
死
の
重
罪
を
滅
し
、
三
十
万
以
上
な
れ
ば
菩
薩
道
を
成
じ
漸
進
し
て
成

佛
す
と
い
つ
て
、
陀
羅
尼
念
誦
に
關
し
て
數
量
信
仰
を
読
き
多
く
念
誦
す
る
ほ
ど
利
盆
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
す
る
。

　ぬ

　

ま
た
北
齊
那
蓮
提
黎
耶
舍
の
譯
と
云
わ
れ
る
拔

一
切
業
障
根
本
得
生
淨
土
神
呪
に
は

「滿
三
一十
万
遍
一則
菩
提
芽
生
不
二
退
轉
一誦
滿

二

三
十
万
一則
面
見
一一阿
彌
陀
佛
一決
定
得
レ
生
二
安
樂
國

一」
と
あ

つ
て
神
呪
を
三
十
万
遍
念
誦
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
淨

土
往
生
を
得
る
と
い

う
。
唐
西
明
寺
道
世
の
撰
述
し
た
法
苑
珠
楚

六
+
に
は
彌
陀
陀
羅
尼
に
つ
い
(孕

此
轟

呪
先
己
流
行
功
徳
利
乗

可
説
盡
L
と
説

い
て
阿
彌
陀
佛
神
呪
の
誦
持
に
よ
る
淨
土
往
生
信
仰
の
相
當
廣
ま
つ
て
い
た
こ
と
を
傳
え
て
い
る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
法
苑
珠
林
第
六

　の

　

十
に
よ
る
と
迦
才
の
住
せ
し
長
安
弘
法
寺
の
初
代
住
檜
と
目
さ
れ
る
靜
琳
法
師
は
笈
多
三
藏
と
釋
彦
珠
と
が
共
譯

し
た
千
轉
陀
羅
尼
神

呪
を
別
院
の
道
揚
に
お

い
て
受
戒
の
沙
彌
及
び
道
俗
に
授
け
て
相
績
せ
し
め
た
と
い
う
。
こ
の
千
轉
陀
羅
尼
經
に
は

「欲
レ
生
二清
淨
國

土
一
者
書
三
夜
三

1
1
時
中
各
誦
二
二
十

一
遍
一至
二
二
十

一
日
1如
tl其
所
欲
一郎
得
レ
如
レ意
我
見
金
色
佛
像
菩
薩
形
像
師
是
先
相
命
絡
己

以
便
生
二菩
薩
大
集
中
一」
と
あ
つ
て
、
晝
三
回
夜
三
回
、

一
回
に
二
十

一
遍
つ
つ
千
轉
陀
羅
尼
を
誦
し

二
十

一
日
間
相
績
す
る
な
ら
ば

所
欲
の
如
く
清
淨
佛
國
に
生
ず
る
こ
と
が
出
來
る
と
い
う
。
迦
才
は
静
琳
法
師
の
住
せ
し
弘
法
寺
に
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
直



接
の
師
弟
關
係
の
有
無
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
兩
師
の
間
に
直
接
か
間
接
か
何
等
か
の
關
係
の
あ
つ
た

こ
と
は
充
分
に
想
像

さ
れ
る
、
從
つ
て
静
琳
法
師
の
紳
呪
誦
持
の
數
量
信
仰
と
迦
才
の
百
万
遍
念
佛
思
想
と
は
何
等
か
の
關
係
の
あ
つ
た
こ
と
は
充
分
に
考

え
ら
れ
る
。

元
來
密
歡
の
神
呪
陀
羅
尼
信
仰
な
る
も
の
は
、
こ
れ
を
誦
持
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
何
等
か
の
利
盆
を
蒙
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

祚
呪
を
誦
持
す
る
數
量
を
重
覗
し
て
、
誦
持
す
る
期
間
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
重
く
考
え
な
い
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
し
か
る
に
淨
土
經

典
に
て
は

阿
彌
陀
經
は

一
七
日
の
念
佛
、
無
量
壽
經
は
十
日
十
夜
の
作
善
、
觀
經
に
て
は
上
品
上
生
は
三
心
具
足
の

一
七
日
の
行
を

説
く
等

い
つ
れ
も

念
佛
を
修
行
す
る
期
間
、
時
間
を
重
視
す
る
。
從
つ
て
道
綽
が
日
に
七
万
の
念
佛
を
稱

へ
、
豆
麻
を
用

い
て
念
佛

の
數
を
計
ら
し
め
數
百
斟
に
逹
し
た
と

い
う
こ
と
は
念
佛
を
唱

へ
る
期
間
よ
り
も
數
量
を
重
硯
し
た
こ
と
で
あ
つ
て
、
密
教
の
神
呪
陀

羅
尼
信
仰
と
同
じ
基
盤
に
立
つ
た
考
え
と
評
す
る
こ
と
が
出
來
る
、
部
ち
道
綽
の
い
う
念
佛
の
數
量
信
仰
は
密
教
の
紳
呪
誦
持
の
信
仰

の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
評
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
而
て
迦
才
が
道
綽
の
後
を
受
け
て
百
万
遍
念
佛
を
創
唱
し
た

こ
と
も
、
上
記

の
神
呪
經
曲
ハが
陀
羅
尼
の
二
十
万
、
三
十
万
誦
持
の
功
徳
を
説
く
に
封
し
百
万
な
る
數
を
も

つ
て
來
た
の
で
あ
ろ
う
と

思
う
。

　
　
　

　

　

　

さ
ら
に
迦
才
が
念
佛
の
數
量
を
百
万
な
る
數
に
限
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
知
俊
の
迦
才
淨
土
論
蝕
暉
鈔
文
句
第
三
に

「
如
經
説
若

人
念
阿
彌
陀
佛
得
二百
万
遍
已
去
一決
定
得
生
極
樂
世
界
」
な
る
淨
土
論
の
文
を
尺
し
て

「如
經
説
」
と
は
木
檍

子
經
な
り
と

い
う
。
木

穏
子
經
は
束
晋
時
代

(ゴ
ニ

七
i
四
二
〇
)

の
失
譯
經
典
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
は
佛
法
檜
の
三
寶
の
名
を
唱
え
る
に
木
穏
子
に
よ
つ
て

數
を
算
え

一
百
万
遍
に
滿
れ
ば
百
入
の
結
業
を
斷
除
し
無
上
果
を
得
る
と
い
う
。
道
綽
が
木
欒
子
に
よ
つ
て
數
珠

を
つ
く
り
數
量
念
佛

を
勸
め
た
こ
と
は
上
記
の
道
綽
傳
に
出
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
木
欒
子
も
木
檍
子
も
同
じ
意
圖
に
用
い
ら
れ
、
ま
た
兩
者
同
じ
も

の
の

百

萬

遍

念

佛
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二
五
六

如
く
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
道
綽
に
は
木
穏
手

經
に
よ
る
百
fi
遍
念
佛
の
語
は
な
く
、
た
だ
念
佛
の
數
量
信
仰
を
読

く
の
み
で
あ
る
が
、

迦
才
が
淨
土
論
に
お
い
て
道
綽
の
後
を
受
け
て
念
佛
の
數
量
信
仰
を
説
き
、
こ
れ
を
百
万
遍
念
佛
と
號
し
た
こ
と
は
道
綽
に
よ
つ
て
用

い
ら
れ
た
木
樵
手
經
の
百
万
遍
稱
佛
名
の
思
想
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
百
万
な
る
數
量
を
提
唱
す
る
に
至
つ

た
契
機
と
し
て
密
教
の
神
呪

二
十
万
遍
、
三
十
万
遍
の
信
仰
に
よ
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三

上
述
の
如
く
道
綽
禪
師
が
經
文
を
檢
得
し
て
百
万
遍
の
念
佛
を
提
唱
し
た
と
い
う
迦
才
淨
土
論
の
説
は

惠
心
僣
都
の
往
生
要
集
に

そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
、
大
文
第
六
別
時
念
佛
を
説
く
中
の
尋
常
別
行
を
あ
か
す
處
に
お
い
て

一
七
日
の
念
佛
を
以
て
百
万
遍
念
佛
な
り

　
お
　

と
し
て
い
る
。
大
江
匡
房
の
續
本
朝
往
生
傳
の
權
少
僭
都
源
信
の
傳
に
は

「
惠
心
僣
都
事
、
廿
五
三
昧
過
去
帳
云

長
和
二
年
正
月

一

日
所
レ
著
願
文
云
生
前
所
ご修
行
一法
今
畧
録
レ
之

念
佛
二
十
倶
肚

(億
)
遍

奉
讀
大
乘
經
五
千
五
百
卷

法
華
經
八
千
卷

阿
彌
陀

經

一
万
卷

般
若
經
三
千
餘
卷
也

奉
念
大
呪
百
万
遍

千
手
呪
七
十
万
遍

霹
勝
呪
三
十
万
遍

丼
阿
彌
陀
不
動
光
明
佛
眼
等
呪
少

灯
也
」
と
あ
つ
て
惠
心
僭
都
は
示
寂
す
る
四
年
前
印
ち
長
和

二
年
七
十

二
才
ま
で
に
行

つ
た
念
佛
が
二
十
億
遍
、
大
呪
百
万
遍
、
千
手

呪
七
十
万
遍
で
あ
つ
て
、
念
佛
並
に
密
教
の
紳
呪
等
に
關
し
深
い
數
量
信
仰
の
あ
つ
た
こ
と
を
傳
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
廿
五
三

昧
過
去
帳
に
あ
る
願
丈
に
は
百
万
遍
念
佛
幾
度
と
い
う
記
録
の
見
ら
れ
な
い
處
よ
り
惠
心
僣
都
に
數
量
信
仰
の
あ

つ
た
こ
と
は
知
る
こ

と
が
で
き
る
か
百
万
遍
念
佛
に
つ
い
て
は
關
心
が
無
か
つ
た
よ
う
で
あ
る
。
甼
安
時
代
に
お
い
て
法
華
信
仰
と
共
に
盛
行
し
た
の
は
密

教
の
祚
呪
信
仰
で
あ
つ
て
、東
台
兩
密
の
盛
行
に
よ
つ
て
神
呪
陀
羅
尼
の
功
驗
を
信
ず
る
信
仰
は
上
下
貴
踐
を
問
わ
ず
廣
く
流
行
し
た
。

祚
呪
誦
持
の
信
仰
は
神
呪
を
誦
持
す
る
數
量
の
多
小
に
よ
つ
て
功
徳
に
大
小
あ
り
と
す
る
信
仰
で
あ

つ
て
、
惠
心
僣
都
が
生
涯
修
行



し
た
法
と
し
て
念
佛
の
他
に
多
く
の
眞
言
密
呪
の
誦
持
を
あ
げ
る
の
み
な
ら
ず
各
種
の
經
典
讀
誦
を
も
列
し
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
見
る

に
、
惠
心
は
極
め
て
雜
信
仰
の
人
で
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
が
出
來
る
。
か
く
の
如
く
雜
多
な
修
行
を
數
多
く
行
ず

る
と
い
う
こ
と
が
卒

お
　

安
時
代
中
期
以
降
の

一
般
風
潮
で
あ
つ
て
、
拾
遺
往
生
傳
に
出
る
尼
妙
法
は
四
十

二
年
の
闇
、
毎
日
阿
彌
陀
經
六
卷

法

華

經

四

要

品

仁
王
經
護
國
品
各

一
卷

觀
音
經
十
卷

念
佛

一
万
遍
を
唱
え

そ
の
他
に
小
豆
を
も
つ
て
念
佛
の
數
を
計
り
凡
そ
五
十
七
斛
三

斗
あ

つ
た
と
い
う
如
き
は
そ
の

一
例
で
あ
る
。

ま
た
、
念
佛
に
關
す
る
數
量
信
仰
も
盛
ん
で
あ

つ
て
、
諸
種
の
往
生
傳
を
見
る
と
、
續
高
檜
傳
に
道
綽
が
麻
豆
を
も
つ
て
念
佛
の
數

を
計
つ
た
と
傳
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
樣
に
小
豆
を
も

つ
て
念
佛
の
數
量
を
計
つ
た
も
の
あ
り
、
上
記
の
尼
妙
法
は
小
豆
を
も
つ

て
念
佛
を
數
え
五
十
七
斜
三
斗
と
傳
え
る
他
に
、
入
道
忠
犬
丸
は
念
佛
を
修
す
る
に
小
豆
を
も

つ
て
遍
數
と
な
し

一
千
斟
を
限
り
と
し

て
漸
く
七
百
斛
に
な
つ
た
と
い
い
、
此
丘
尼
妙
蓮
は
小
豆
を
も

つ
て
彌
陀
寶
號
を
數
え

一
石
五
斗
を
滿
じ
、
こ
の
小
豆
を
彌
陀
佛
像
中

に
安
置
す
と
い
い
、
出
羽
の
永
尋
は
正
修
念
佛
の
數
三
十
五
石
あ
つ
た
こ
と
を
傳
え
、
伯
耆
の
沙
門
重
恰
は
大
治

二
年
三
月
よ
り
保
延

六
年
八
月
ま
で
前
後
十
三
年
四
千
日
の
間
、
毎
日
彌
陀
寶
號
十

二
万
遍
を
唱
え
小
豆
を
も

つ
て
そ
の
數
を
計
り

二
百
八
十
七
石
六
斗
に

な
つ
た
と
い
い
、
さ
ら
に
木
樵
手

を
箱
に
入
れ
て
佛
前
に
置
き
參
詣
人
に
す
す
め
て
念
佛
せ
し
め
、
總
計
三
千
五
百
五
十
七
石
九
斗
に

な
つ
た
と

い
う
等
念
佛
に
關
す
る
數
量
信
仰
が
廣
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

こ
れ
ら
は
、
た
だ
念
佛
の
數
量
の
多
き
を
記
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
百
万
遍
な
る
數
量
を
意
識
し
て
念
佛
を
唱
え
た
も
の
に
、
後
拾

　
ぬ
　

遺
往
生
傳
中
に
出
る
永
暹
は
毎
日
の
所
作
は
法
華
經

一
部
、
三
時
供
養
法
、
念
佛

一
万
遍
を
行
ず
る
他
に
、
天
王
寺
に
お
い
て
衆
徒
に

う
　

囑
し
て
彌
陀
經
四
十
八
卷
を
讀
む
こ
と
四
十
八
ヶ
度
に
及
び
念
佛
百
万
遍
に
滿
つ
る
こ
と
幾
度
ぴ
か
知
ら
ず
と
い
い
、
三
外
往
生
傳
に

は
延
暦
寺
阿
閣
梨
教
眞
は
生
年
三
十
以
後
毎
月
二
度
百
万
遍
念
佛
を
修
し
た
と
い
い
、
本
朝
新
修
往
生
傳
に
は
三
善
爲
康
が
康
和
元
年

百

萬

遍

念

佛

考

二
五
七



二
五
八

九
月
重

百

天
王
寺
に
參
詣
し
て
正
修
念
佛
し
九
ケ
呈

も
つ
て
百
万
遍
を
滿
じ
た
と
い
い
・
高
野
山
象

傳
に
は
紀
州
の
調
御
房
定

嚴
な
る
も
の
が
毎
月
十
五
日
に
百
万
遍
念
佛
を
修
し
十
五
ケ
年
闇
こ
れ
を
繼
績
し
た
と
い
う
等
百
万
遍
な
る
念
佛

の
數
を
意
識
し
て
行

じ
た
人
の
多
く
あ
つ
た
こ
と
を
傳
え
て
い
る
。

か
く
の
如
く
卒
安
中
期
以
降
淨
土
信
仰
の
盛
行
に
と
も
な

つ
て
數
量
念
佛
が
廣
く
行
わ
れ
、
ま
た
百
万
な
る
數
を
限
つ
て
念
佛
を
勵

む
も
の
も
あ
つ
た
が
、
こ
れ
ら
の
百
万
遍
念
佛
信
仰
は

一
人
が
數
日
間
か
か
つ
て
稱
え
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

こ
の
百
万
な
る
數
は

實
際
に
數
え
ら
れ
た
ら
し
く
、
念
佛
を
多
く
唱
え
た
こ
と
を
百
万
な
る
數
を
も

つ
て
形
容
し
た
も
の
で
無
い
よ
う
で
あ
る
。
藤
原
兼
實

は
し
ば
く

百
万
遍
念
佛
を
行
じ
た
貴
族
で
あ
る
が
、
玉
葉
に
よ
つ
て
そ
の
後
を
見
る
に
、
安
元
二
年
九
月
八
日
の
條
に

「
絡
日
文
書

沙
汰

入
レ
夜
始
二念
誦
一是
阿
彌
陀
名
號
也
至
二干
來
十
五
日
一可
レ
奉
レ
滿
也

依
二小
阿
彌
陀
經
説
一也
但
除
ご
念
誦
之
時
一
之
外
雖
レ不
二

無
言
一不
レ聽
二世
事
一念
佛
之
聞
雖
レ
專
二信
力
一爲
二凡
夫
之
妄
心
一隨
二境
界
一易
レ亂
不
レ
及
一二

心
不
亂
一爲
レ
之
如
何
、
Aユ
佼
千
返
」
と
あ

っ
て
、
安
元
"二
年
九
月
八
日
よ
り
十
五
日
ま
で
阿
彌
陀
經
の

一
七
日
念
佛
の
説
に
よ
つ
て
百
万
遍
念
佛
を
行
じ
て

い
る
。
し
か
し
實
際

念
佛
百
万
を
滿
じ
た
の
は
十
入
日
で
あ
つ
て
前
後
十
日
間
か
か
つ
て
百
万
の
念
佛
を
唱
え
た
よ
う
で
あ
る
。
い
ま
玉
葉
に
よ
つ
て
、
毎

日
の
念
佛
の
數
を
列
記
す
る
と
次

の
よ
う
で
あ
る
。

九
月
八
日

一
千
返
。

九
日
絡
日
念
佛

〔
今
日
、
九
萬
九
千
遍
〕。

十
日
(欠
)

十

一
日
絡
日
念
佛

〔
今
日
十

二
萬
五
千
遍
〕。

十
二
日

〔
今
日
念
誦
十
三
萬
遍
〕
。

十
三
日

〔
今
日
念
誦
七
萬
遍
、
夜
入
兩
下
〕。

十
四
日

〔
入
レ夜
雨
下
念
佛
六
萬
遍
〕
。

十
五
日

今
日
終
鼠
無
言
念
佛
十
五
萬
遍
。

十
六
日

〔
今
日
念
佛
十
萬
遍
〕。

十
七
日
今
日
念
佛
十
萬
遍
。

十
八
日
今
日
念
誦
十
四
萬
遍

滿
二
百
萬
遍
一了

こ
の
念
佛
の
總
計
は
九
十
七
萬
五
千
遍
と
な
る
。
こ
の
う
ち
玉
葉
に
は
九
月
十
日
の
記
事
を
欠

い
て
い
る
か
ら
、
も
し
十
日
に
二
萬



五
千
の
念
佛
を
行
つ
た
と
す
れ
ば
總
計
百
萬
の
念
佛
と
な
る
、
こ
の
他
に
玉
葉
を
詳
細
に
見
る
と
、
こ
れ
を

「恒
例
念
佛
」

「恒
例
毎

年
念
佛
」
と
い
つ
て
、
毎
年
九
月
入
日
よ
り
十
五

(或
は
四
)
日
ま
で
百
萬
遍
念
佛
を
行

つ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
元
暦
元
年
以
後
は

一
ヶ
月
早
め
て
毎
年
入
月
八
日
よ
り

一
邇
間
に
亘

つ
て
念
佛
を
行
じ
て
い
る
。
な
ぜ
兼
美
が
か
か
る
入

・
九
月
に
百
萬
遍
念
佛
を
行
つ

た
か
は
知
る
こ
と
が
出
來
な
い
が
、
玉
葉
に
十
五
回
も
百
萬
遍
念
佛
を
行
つ
た
こ
と
を
傳
え
て
い
る
中
、
實
際
に
百
萬
の
數
を
滿
じ
た

の
は
先
き
の
安
元

二
年
と
嘉
永
元
年
と
同
二
年
と
の
三
回
の
み
で
あ

つ
て

一
番
少
な

い
時
は
三
十
萬
し
か
唱
え
て
お
ら
ず
、
遍
數
を
記

録
し
な

い
年
も
あ
つ
て
、
實
際
に

一
人
で
も

つ
て
百
萬
遍
念
佛
の
數
を
滿
じ
る
こ
と
は
中
々
容
易
な
こ
と
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。
四
十

八
卷
傳
第
十
卷
に
後
白
河
法
皇
の
百
萬
遍
念
佛
修
行
に
つ
い
て

「
後
白
河
法
皇
ひ
と

へ
に
上
人
の
勸
化
に
歸
し
ま
し
御
信
仰
他
に
こ
と

も

う

う

う

ぬ

り

や

も

し

も

う

も

な
り
し
か
ば
百
萬
遍
の
御
苦
行

二
百
餘
箇
度
ま
で
功
を
つ
み
、
比
類
な
き
御
事
に
て
ぞ
ま
し
ま
し
げ
る
」
と
評
す
る
ご
と
く
百
萬
遍

念

佛
の
行
を
積
む
こ
と
は
實
に
苦
行
に
等
し
い
行
で
あ
り
、
ま
た

「比
類
な
き
御
事
」
と
特
記
さ
れ
る
程
の
特
異

の
行
で
あ
つ
た
。

兼
實
は
こ
の
百
萬
遍
念
佛
を
唱
え
る
こ
と
を
し
ば
く

念
誦
と
い
つ
て
密
教
の
紳
呪
の
誦
持
と
同
し
言
葉
を
使
用
す
る

の

み

な

ら

ず
、
ま
た
無
言
念
佛
を
も
行
じ
、
そ
の
念
佛
の
數
量
を
計
る
に
念
珠
を
使
用
し
、
念
珠
を
使
用
し
な
い
と
き
は
香
を
焚
い
て
數
量
を
算

え
た
と
い
う
。

か
く
の
如
く
兼
實
は
毎
年
初
秋
に
百
萬
遍
念
佛
を
行

つ
た
が
、
こ
の
他
に
愛
染
王
呪
の
萬
遍
念
誦
を
も
行
じ
て

い
る
の
で
あ

つ
て
、

承
安
四
年
九
月
廿
五
日
の
條
に

「
自
二今
日
一始
二念
誦
一愛
染
王
呪
三
十
萬
也
…
…
今
日
二
萬
遍
也
」
と
い
い
、
十
月

一
日
ま
で
七
日
聞

に
亘

つ
て
三
十
萬
遍
の
念
誦
を
行
い
、
治
承
四
年
三
月
四
日
の
條
に
は

「今
日
愛
染
王
百
萬
遍
絡
レ
功
了
。

自
二
去
年
十

二
月

一
日
一始

レ
之
今
日
九
十

一
日
也
」
と
い
つ
て
年
末
よ
り
九
十

一
日
か
か
つ
て
愛
染
王
呪
百
萬
遍
を
唱
え
て
い
る
。

こ
の
他
に
玉
葉
に
は

眞
言
陀

羅
尼
の
念
誦

一
萬
、
或
は
五
千
等
と
い
う
記
事
が
か
な
り
あ
つ
て
、
念
佛
と
眞
言
陀
羅
尼
と
を
同

一
覗
し
て
唱
え
て
い
る
。
こ
の
例
は

百

萬

遍

念

佛

考

二
五
九



二
六
〇

上
記
の
惠
心
僣
都
の
行
業
の
上
に
も
見
ら
れ
、
ま
た
拾
遺
往
生
傳
中
に
出
る
伊
豫
法
樂
寺
の
老
尼
安
樂
が
毎
日
彌
陀
名
號
五
萬
遍
、
觀

音
眞
言
五
千
遍
、
光
明
眞
言
千
遍
と
な
え
た
と

い
う
如
く
、
こ
れ
は
卒
安
中
期
以
降
に
お
け
る
杜
會
の

一
般
信
仰
で
あ
つ
て
、
眞
言
念

誦

は
主
と
し
て
現
在
安
穩
の
た
め
、
念
佛
は
後
生
淨
土
往
生
の
た
め
に
唱
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

而
て
、
こ
れ
ら
の
百
萬
遍
念
佛
、
百
萬
遍
陀
羅
尼
念
誦
の
信
仰
は
自
行
と
し
て

一
人
の
も
の
が
日
數
を
か
け
て
唱
え
た
も
の
で
あ
る

　
お
　

が
、
中
右
記

長
治
二
年
三
月
三
十
日
の
條
を
見
る
と

今
日
公
家
御
所
被
始
行
事
等

璽
勝
陀
羅
尼
百
萬
遍

敦
兼
朝
臣

仁
和
寺

五
+
萬

轄

略

高
野
寺

五
十
萬

と
あ
り
、
こ
れ
凡
ら
く
仁
和
寺
の
僣
五
十
人
で
五
十
萬
の
奪
勝
陀
羅
尼
を
念
誦
し
、
高
野
寺
の
檜
五
十
人
で
五
十
萬
、
總
計
百
人
で
百

萬

の
陀
羅
尼
を
念
誦
せ
し
め
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
が
、
既
に
こ
の
院
政
時
代
に
な
つ
て
百
萬
の
陀
羅
尼
を
念
誦
す
る
に

多
く
の
入
の
合
唱
の
總
計
を
も

つ
て
そ
の
數
を
滿
た
す
考
え
が
あ

つ
た
よ
う
で
あ
る
。
百
萬
遍
念
佛
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
と
同
樣
に
念

佛

の
合
稱
の
總
計
を
も

つ
て
百
萬
遍
念
佛
を
滿
じ
た
と
い
う
記
事
は
見
出
す
こ
と
が
出
來
な

い
が
、
玉
葉
に
出
る
兼
實
の
毎
年
恒
例
の

百
萬
遍
念
佛
が

一
人
の
行
と
し
て
中

々
容
易
な
ら
ざ
る
念
佛
修
行
で
あ
る
か
ら
、
念
佛
信
仰
が
廣
く

一
般
民
衆
に
侵
透
す
る
と
共
に
上

記

の
霹
勝
陀
羅
尼
百
萬
遍
念
誦
と
同
樣
に
多
く
人
々
に
ょ
つ
て
唱
え
ら
れ
た
念
佛
の
總
計
を
も

つ
て
百
萬
遍
念
佛
と
す
る
信
仰
の
生
ず

る
こ
と
は
充
分
に
推
側
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

融
通
念
佛
縁
起
に
良
忽
上
人
が
天
治
二
年
勅
召
に
よ
り
禁
中
に
て
融
逋
念
佛
會
を
開
き
、
鳥
羽
上
皇
、
待
賢
門
院

を
始
め
公
卿
百
僚



あ
　

が

こ
の
會
に
加
入
し
て
日
課
念
佛
を
誓
受
し
た
と
あ
る
。
こ
の
宮
中
融
逋
念
佛
會
の
歴
史
的
眞
實
性
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
が
、
こ

の
融
通
念
佛
な
る
も
の
は
多
人
數
の
も
の
が
稱
え
る
念
佛
の
功
徳
を
唱
え
る

一
人

一
人
が
領
受
し
、
そ
の
總
和
の
功
徳
の
融
通
す
る
こ

と
を
読

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
は
念
佛
の
數
量
信
仰
の
發
展
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
四
十
入
卷
傳
第
十
七
の
眞
如
堂
追

善

の
卷
に

「上
人

(法
然
)
の
第
三
年
の
御
忌
に
あ
た
り
御
追
善
の
た
め
に
建
保
二
年
正
月

法
印

(聖
覺
)
眞
如
堂
に
し
て
七
箇
日

の
あ
い
だ
道
俗
を
あ
つ
め
て
融
通
念
佛
を
す
す
め
ら
れ
け
る
」
と
あ
る
融
逋
念
佛
も
多
く
の
人

々
が
會
し
て
共
に
念
佛
を
唱
え
る
念
佛

會

の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
融
逋
圓
門
章
に

「億
百
萬
遍
非
多
非
少
是
名
二
事
理
不
二
不
可
思
議
功
徳
往
生
日
課
一

日
課
百
遍
互

融
億
百
…
…
」
と
あ
る
日
課
百
遍
互
融
し
て
億
百
と
な
る
と
は
多
く
の
人
の
唱
え
る
百
遍
の
念
佛
の
總
和
が
億
百
と
な
る
と
い
う
意
に

解
す
る
な
ら
ば
、
融
通
念
佛
な
る
も
の
は
、
念
佛
の
數
量
信
仰
の
發
展
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
來
る
。
そ
れ
は

一
人
で
數
十
萬

乃
至

一
百
萬
遍
唱
え
る
替
り
に
多
く
人
に
よ
つ
て
念
佛
を
唱
和
し
、
そ
の
唱
え
た
念
佛
の
總
和
を
念
佛
會
に
參
加
し
た

一
人
々
々
が
領

受
す
る
念
佛
信
仰
で
あ
る
。
遊
觀
の
融
通
圓
門
章
の
釋
は
こ
れ
を
華
嚴
の
教
相
を
も

つ
て
解
釋
し
た
も
の
で
あ

つ
て
後
世
の
理
論
付
け

で
あ
る
。
な
お
念
佛
の
數
量
信
仰
と
融
通
念
佛
と
の
關
係
は
項
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

上
述
の
如
く
淨
土
經
典
に
説
く

一
七
日
の
念
佛
を
も

つ
て
百
萬
遍
念
佛
と
し
た
の
は
迦
才
淨
土
論
の
説
で
あ

つ
て
、
迦
才
は
こ
れ
を

も

つ
て
淨
土
往
生
の
業
と
し
た
。
道
綽
は
念
佛
に
關
す
る
數
量
信
仰
は
読
い
て
い
る
が
百
萬
遍
な
る
數
量
は
末
だ
定

め
て
お
ら
ず
、
こ
、

れ
を
定
め
た
の
は
迦
才
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
而
て
道
綽
迦
才
が
か
か
る
念
佛
信
仰
を
説
く
に
至
つ
た
所
以
の
も
の
は
密
數
の
神
呪
誦

持
の
信
仰
で
あ
つ
て
、
日
本
に
お

い
て
も
密
教
と
淨
土
歡
の
盛
行
は
數
量
念
佛
信
仰
を
盛
ん
な
ら
し
め
、
こ
の
中
よ
り
融
逋
念
佛
の
思

想
が
生
れ
る
に
至
つ
た
と
考
え
る
。

註
(1
)
佛
歡
大
學
民
間
念
佛
研
究
會
編
、
民
間
念
佛
研
究
資
料
集
第

一
輯
五
六
頁
以
下

(2
)
往
生
要
集
中
末

(浄
全
十
五
巻

一
一
〇
頁
)

百

蒲禺

遍

念

佛

考

二
六
一



二
六
二

(
3
)

和
語
燈
録
日
講
私
記

(浄
全
九
巻
七
九
五
頁
)

(4
)

續
高
僧
傳
第

二
十

(
正
蔵

五
十

二
巻
五
九

四
頁
)

(
5
)

浄
土

立
歡
志
第

二

(續
浄
十

六
巻

一
六
五
頁
)

(
6
)

戒
珠
浄
土
往
生
傳

(
續
浄
十

六
巻
三
九
頁

)

(
7
)

往
生
西
方
瑞
應
刪
傳

(續
浄
十

六
卷
五
頁
)

(
8
)

址休
宏
往
生
傳

(
續
冖浄
十

六
卷
二
二
五
頁
)

(9
)

名
畑

應
順
博
士
校
訂

迦
才
浄
土
論
上

(
三
七
頁
)

(
10
)

右

同

上

(五
九
頁
)

(
11
)

右

同

上

(
一
=
ご
頁
)

(
12
)

右

同

下

(
一
一
四
頁
)

(
13
)

右

同

下

(
一
一
五
頁
)

(
14
)

望
月

佛
歡
大
辞
典

(
七

一
頁
)

(15
)

法
苑
珠

林
第

六
十

(正
藏

五
十
三
卷
七
三
五
頁
)

(16
)

法
苑

珠
林
第

六
十

(正
藏

五
十
三
卷
七
三
五
頁
)

(17
)

吉
岡
義
芳
博
士

の

「
佛
歡
と
道
教
」
に
よ
る
と
隋
唐
時
代
に
老

子
五
千
文

の
萬

遍
讀
誦

に
よ

つ
て
初
め
て
功
徳

が
あ
る
と

い
う
信
仰
が
廣
く
行

わ
れ
て
い
た
と

い
う
か
ら
浄
土
歡

の
數
量
念

佛
信
仰
も

か
か
る
瓧
會

一
般

の
傾
向
に
準
じ
た
も

の
と
老
え
ら
れ
る

(18
)

知
俊
浄
土
論
餘
暉
鈔
文
句
三

(續
浄
七
卷

一
四
八
頁
)

(91
)

續
本
如刷
往
生
債
阿
(續
淨
亠ハ
卷
二
一二
頁
)

(
20
)

拾
遺
往
生
傳
中

(續
浄

六
巻

七
〇
頁
)

(21
)

後
拾
遺
往
生
傳
中

(續
浄

六
卷

一
一
四
頁
)

(
22
)

三
外
往
生
傳

(續
浄
六
卷

一
四

一
頁
)

(
23
)

高
野
山
往
生
傳

(
續
浄

六
卷

一
七
六
頁
)

(
24
)

玉
葉

二
十

一
卷

(棘弟

一
卷
六
〇

四
頁
)

(
25
)

中
右
記
三

(
二

一
頁
)

(26
)

塚
本
善
隆
薯
、
融
通
念
佛
宗
開
創
質
疑

(
日
本
佛
教
学
會
年
報
第
二
十

一
卷

一
七
五
頁
)

(
27
)

一融
通

圓
門
立早

(佛
全
六
四
卷

一
二
貝
)


